
兵庫県現代詩協会文学紀行・平野散策コース　ZoI日出鴫）

10・00地下鉄大倉山改札　集合

も
大倉山

伊藤博文銅像

↓
神戸空襲慰霊碑

l
lO30平野の一本松

l

東福寺

↓
六道の辻

l

園地遺構

塞ノ神・塞ノ神松

l
ll：00祇園神社

銅像は戦時中に供出　台座だけが残る

2013年に完成　現在2044名の名が刻まれている

街道の目印としてS13年まで　樹齢130年

江見水陰　国木田収二　田山花袋などの足跡

清盛の建立した潮音山上迦寺の山号をひきつぐ

元々の古道に2本の道が交差してできた六道　明治初め

祇園遺跡の発掘により出土　平家重鎮の屋敷跡

奥平野村の道視神　古道街道の松

休憩　869年姫路広峰山から京都へご神体が運ばれる途中に1泊

清盛が祇園神社裏山の高台に潮音山上迦寺を建立

l
祥福寺

1

11－30五官神社

l
梅元の宝箆印塔

l
愛憐館跡地

↓
楠正成終焉の地

も

12：00掘割筋

桶谷バス停

l　　　移動
12．20三宮へ　カルメン　昼食

1685年開山　臨済宗妙心寺派

夏目漱石と雲水の交流

湊）吐温泉　清盛も入った湯　言

富田砕花の歌碑・校歌など

生田神社えい神八社のひとつ　花隈芸者の信仰を集める

室町時代の作とされる　畠山尚政の供養塔か

石川啄木の妹三浦光子が夫清一氏と運営した孤児院～1967まで

奥平野浄水場の鉄塔の下の勝負が池が桶正成終焉の地といわれる

奥平野村への近道として宇治野山が掘削された

元愛憐館　田宮虎彦五味康祐・新しい村演説会場武者小路実篤来

２０１９年３月１６日



潮音山上迦寺跡

割蝦管∴感懐濃嚇　㊥槻邸跡　㊥⑭坪野浄水嗜

楠谷勝負ズ串也跡

祇園神社にて

和博
スタンプ




